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今年も、ワークショップや展覧会など、ティーンの
みなさんも楽しめる、わくわくするような企画を
準備中です。「こんな体験がしてみたい！あんなアート
が見たい！」などもぜひお聞かせくださいね。

� ��
やってます！ 企画展・イベントの

最新情報やレポートを発信中！
フォローをお願いします♪

�� 旧 ��������…@artatlia
企画展やワークショップ、イベント等、
アトリアの最新情報はこちらをチェック！

� ���
ギャラリーに関する様々な情報を配信中。
ご質問やお問い合わせもお気軽にどうぞ！

�������
Facebook も更新中！こちらもぜひご覧下さい。

開催講座・展覧会レポート ワークショップ 講座展覧会

�����
��	…@art-gallery-atlia
日々のギャラリーでの出来事や、イベントのレポートを更新中。
アトリアの雰囲気を覗いてみて下さい♪

編
集
後
記

  美術講座
「透明水彩で「木々」を描く

ー水彩技法を学ぶー」
12月 21日（木）、12月 22 日（金）

講師：村山 之都さん

　透明水彩の絵の具で、水彩画の技法のうち、
マスキング、にじみ・ぼかしを体験しました。
透明水彩ならではの色の重なりや偶然性な
どを学びながら、木々の写真を参考にＦ４
サイズの作品を仕上げました。

川口市小･中･高校生書きぞめ展覧会
2月 8 日（木）～ 2 月 12 日（月・祝）

主催：川口市教育研究会書写部

川口の図工美術まなび展
2月 17 日（土）～ 2 月 25 日（日）

主催：川口市教育委員会

川口市特別支援学級合同作品展
12月 6日（水）～ 12月 10 日（日）

　市内小学校 36 校・中学校 17 校の特別支
援学級の児童・生徒たちが、図工・美術の
授業で制作した作品を発表しました。絵画、
ポスター、粘土、手芸や照明器具などの作
品が並びました。
主催：川口市立小中学校特別支援学級設置校長会
　　　川口市教育委員会

美術講座「静物デッサン」
2023 年 10 月 12 日（木）、10月 14 日（土）

講師：岩田 史朗さん

　市在住の洋画家 岩田史朗さんによる静物
デッサンの講座と、油彩画の歴史に関する
講義を行いました。ワインボトルやリンゴ
などのモチーフを円錐や球の形に分解して
描くことを学びました。

  辰の冒険すごろく
1月 14日（日）

講師：玉掛 由美子さん（∞工房）

　スタジオ全面に広がった辰のスゴロクで、
マス目の指令を考えたり、参加者自身が駒に
なって遊びました。

  苔玉どろだんご作り
11月 14日（火）

講師 : 飯村 冬美さん（はちす葉）

　盆栽の制作工程のうち、「植え替え」や「苔
はり」を学びながら、ピラカンサ、苔、泥を
組み合わせ、自分だけの苔玉を作りました。

アートな年賀状展 2024
2024年1月7日（日）～1月14日（日）

　市民の皆さんのオリジナル年賀状を展示しま
した。切り絵や、絵の具で龍を描いたり、幾
何学模様で「辰」の文字を表現したものなど
がありました。

川口市制施行 9 0 周年・
旧田中家住宅 1 0 0 周年記念展覧会

盆栽　BONSAI
ー川口の盆栽と安行の四百年ー
11月 3日（金・祝）～ 11月 26 日（日）

的な盆栽飾りを展示。会期中にはおよそ100点
の盆栽と、安行小学校にお借りした安行原の
蛇造り、川口の盆栽師などを紹介しました。

　川口は、安行
地域を中心にお
よそ四百年の歴
史を持つ、盆栽
園の一大集積地
です。展覧会は、
旧田中家住宅と
二館同時開催し、
アトリアでは、
盆栽と現代美術
の コ ラ ボ レ ー
ション、旧田中
家住宅では伝統

川口の美術家たちのアートな毎日
1月 17日（水）～ 1月 21日（日）

画、日常のくらしの中にあるささやかな
感動の瞬間をとらえた写真など、26 名の
作家による 55 作品を展示しました。

主催：川口市美術家協会

　鋳鉄を素材と
した彫刻作品や
キューポラを題
材とした油彩

中学生のART CLUB作品展
1 月 27 日（土）～ 2 月 4 日（日）

の活動の成果を発表しました。絵画やポス
ター、イラストなどの平面作品や、ボックス
アートなどの立体作品が並びました。展示作
業を自分たちで行った学校もありました。

主催：川口市教育委員会

　市内の中学校
18 校のアート
クラブの生徒
374 名が、日頃

第 3号
2024.2

川口市立アートギャラリー・アトリアから、10 代の皆様に向けた広報誌

ごあいさつ
アトリアでは今年に入って、5つの展覧会を行いました。
まず「アートな年賀状展2024」を開催。アトリアの開館以来17年続く展覧会で、市民の皆様が思い思いに創作
したオリジナル年賀状を展示しました。
「川口の美術家たちのアートな毎日」では、川口美術家協会の有志のみなさんの作品をアトリアの大きな
空間を生かして展示しました。
「中学生の ART CLUB 作品展」「川口市小･中･高校生書きぞめ作品展」「川口の図工・美術まなび展」では
それぞれ小･中･高校生のみなさんの作品を展示し、出品者やご家族の方にもたくさんご来館いただきました。

ATLIA NEWS for TEENSもおかげさまで第３号となりました。
今回のアーティストインタビューは、埼玉県出身の美術家、市川裕司さんです。
市川さんの作品は３月９日から開催する展覧会「アトリアで、春」でもご覧いただけます。
展覧会では、市内の春の風景や、地域ゆかりの作家による春をテーマにした様々なジャンルの作品を展示する
予定です。
ぜひアトリアに足を運んでくださいね。

こんにちは。まだまだ寒い日もありますが、暦の上では春となりました。

ATLIA NEWS for TEENS

・ごあいさつ
・今後のイベント01.

・開催講座・展覧会レポート
・SNSやってます！
・施設案内
・編集後記

04.

・アーティストインタビュー
   美術家  市川 裕司さん 02.

03.
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アートギャラリー・アトリアの今後のイベントアートギャラリー・アトリアの今後のイベント 詳細はホームページ (https://atlia.jp/) や広報かわぐちをご確認ください。
記載している予定は、令和６年２月時点のものです。事情により変更する場合があります。

講 座展覧会

美術講座 静物デッサン（講師：岩田 史朗さん）
対象を描くための基本的な物の見方を教わりながら、
鉛筆・木炭を使ってデッサンを描きます。
期　間： 2024 年 4 月 20 日（土）

美術講座 日本画（講師：黒澤 正さん）
辰年にちなみ、墨を使って龍の水墨画に挑戦します。
期　間： 2024 年 4 月 21 日（日）

美術講座
「静物デッサン」
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20

美術講座
「日本画」

4
21

春の企画展覧会「アトリアで、春」
（関連イベント：3/10 初午太鼓演奏）

3  
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川口まちこうば芸術祭 2024

3  
28

3 
31

パネル紹介 アーティストってどんな人！？（仮）

4  
9

4 
21

3 月 ４月

パネル紹介  アーティストってどんな人！？（仮）
アトリアで美術講座やワークショップを行っている
アーティストや講師のプロフィールや講座内容などを
パネルで紹介します。
期　間： 2024 年 4 月 9日 ( 火 ) ～ 21 日 ( 日 )

春の企画展覧会
「アトリアで、春」
市所蔵作品や、市川裕司 さんのしだれ桜の大きな
インスタレーション作品、工房集のアーティストの
作品など を展示します。
期　間： 2024 年 3 月 9日 ( 土 ) ～ 24 日 ( 日 )
入　場： 無料

アトリアHP 

今回特集記事で紹介する
市川裕司さんの作品も展示します！



1979　埼玉県嵐山町生まれ
2003　多摩美術大学 
　　 　美術学部 絵画学科 日本画専攻 卒業
2005　多摩美術大学大学院 
　　 　美術研究科 絵画専攻 日本画領域 修了
2012　五島記念文化賞 美術新人賞 受賞
　　 　五島記念文化財団海外研修員として
　　 　ドイツ・デュッセルドルフに滞在（-2013）

主な展覧会
2011　 「New Vision Saitama 4 静観するイメージ」
　　　 埼玉県立近代美術館（埼玉）
2012 　「ガロン 第２回展・日本背景」
　　　 旧田中家住宅（埼玉）
2018　 「現代日本画へようこそ」
　　　 太田市美術館・図書館（群馬）
2023　 「META2023」
　　　 神奈川県民ホールギャラリー （神奈川）
　　　 「加山又造と継承者たちー新たな地平を求めてー」
　　　     浜松市秋野不矩美術館（静岡）

いち かわ　ゆう  じ

市川 裕司

〈TOKYO BAY AREA STORY〉2020　Mesm Tokyo,  Aughtograph Col lect ion（東京都港区）

〈Remote〉2020、〈Japanese Tree Ⅲ〉2019

浮遊するリンゴが幻想的な作品内部

未
知
な
る
も
の
へ
の
手
触
り
を
求
め
て

―
―

市
川
さ
ん
の
作
品
は
、
天
井
か
ら
吊
っ
て
あ
る
よ
う

な
大
き
な
も
の
が
多
い
で
す
よ
ね
。
実
際
に
作
品
を
目
の

前
に
す
る
と
、
圧
倒
さ
れ
る
感
じ
が
あ
り
な
が
ら
も
、
圧

迫
は
さ
れ
ず
、
ま
る
で
観
て
い
る
自
分
が
作
品
と
一
体
に

な
れ
る
宇
宙
空
間
に
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
透
明
で
薄
い
タ
イ
プ
の
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

と
い
う
素
材
に
、
ア
ル
ミ
箔
を
貼
っ
て
お
り
、
そ
の
透
過

と
反
射
の
作
用
に
よ
っ
て
不
思
議
な
空
間
の
広
が
り
を
感

じ
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―

「
世
界
樹
」
の
作
品
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
リ
ン
ゴ
の
形

に
抜
か
れ
た
箔
が
一
面
に
貼
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
市
川

さ
ん
の
作
品
に
は
リ
ン
ゴ
が
多
く
登
場
し
ま
す
が
、
な
ぜ

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
作
中
の
リ
ン
ゴ
は
〝
人
〞
を
示
す
も
の
で
、
多
く
の
リ

ン
ゴ
に
よ
っ
て
世
界
を
表
し
て
い
ま
す
。
世
界
中
で
親
し

ま
れ
る
リ
ン
ゴ
は
、
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
物
語
に
登
場
し
た

り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
習
う
時
に
「
Ａ
」
に
例
え

―
―

そ
れ
か
ら
美
術
大
学
に
入
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
美

術
と
関
わ
っ
て
い
た
の
で
す
か
？

　

美
術
大
学
へ
の
進
学
を
決
め
る
ま
で
は
、
僕
の
中
に

は
ア
ー
ト
と
か
美
術
と
い
う
考
え
は
ま
っ
た
く
な
く
て
、

た
だ
遊
び
感
覚
で
絵
を
描
い
て
い
た
だ
け
で
し
た
。
中
学

高
校
の
時
は
テ
ニ
ス
部
で
、
部
活
動
が
生
活
の
中
心
で
し

た
し
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス
＊
を
は
じ
め

と
す
る
古
生
物
が
す
ご
く
好
き
で
、
そ
う
し
た
研
究
を
す

る
た
め
に
理
系
の
大
学
に
進
も
う
か
な
と
さ
え
思
っ
て
い

ま
し
た
。

―
―

古
生
物
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
た
の
で
す
か
？

　
部
分
的
に
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
化
石
か
ら
、Ｃ
Ｇ

に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
姿
を
見
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た

し
、
自
分
で
も
勝
手
に
空
想
上
の
生
物
を
考
え
て
イ
ラ
ス
ト

を
描
い
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
友
人
た
ち
と
化
石
掘
り
に

も
行
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

日
本
画
に
と
き
め
き
、
日
本
画
を
う
や
ま
う

―
―

今
の
市
川
さ
ん
の
作
品
か
ら
は
あ
ま
り
想
像
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
美
術
大
学
で
は
日
本
画
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。

　
は
い
。
予
備
校
で
た
っ
た
一
冊
し
か
な
か
っ
た
日
本
画

の
画
集
が
田
淵
俊
夫
＊
と
い
う
作
家
の
作
品
で
、
そ
れ
を

見
て
日
本
画
に
と
き
め
い
た
ん
で
す
。
と
に
か
く
シ
ン
プ

ル
に
線
と
色
だ
け
で
、
も
の
の
存
在
や
気
配
を
表
現
す
る

す
ご
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
絵
の
技
術
を
磨
く
な

ら
ま
ず
日
本
画
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
だ
と
思
い
、
日
本
画
を

専
攻
し
た
わ
け
で
す
。

美術家　市川 裕司さん
アーティストインタビュー　Vol.5
美術家　市川 裕司さん

多
く
の
人
を
包
み
込
む
作
品
を
。

多
く
の
人
を
包
み
込
む
作
品
を
。

巨
樹
の
よ
う
な
感
動
を

―
―

市
川
さ
ん
の
作
品
は
広
が
り
の
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
も
の
が
多
い
で
す
が
、
な
ぜ
大
き
な
作
品
を
作
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　
全
身
を
包
み
込
む
よ
う
な
自
然
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
、
自

分
の
作
品
で
再
現
し
た
い
か
ら
で
す
ね
。
学
生
の
こ
ろ
、

越
生
に
あ
る
上
谷
の
大
楠
や
、
正
法
寺
の
大
銀
杏
、
入
西

の
柏
槙
な
ど
、
近
隣
の
巨
樹
を
巡
っ
て
は
、
そ
の
言
葉
に

な
ら
な
い
神
秘
的
な
身
体
感
覚
を
作
品
に
し
て
み
た
い
と

い
う
欲
求
に
か
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
巨
樹
の
ス
ケ
ー
ル
を
、
自
分
の
作
品
で
物
理
的
な
大

き
さ
と
し
て
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
る
時
に
ク
リ
ス
ト
＊
の
作
品

に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
巨
大
な
ガ
ス
タ
ン
ク
内
に
膨

ら
ま
せ
た
高
さ
９
０
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
バ
ル
ー
ン
で
、
そ

の
バ
ル
ー
ン
の
内
部
に
入
っ
て
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
く
つ

ろ
ぎ
な
が
ら
、
光
に
溶
け
る
よ
う
な
バ
ル
ー
ン
の
天
井
を

眺
め
る
姿
を
見
て
、
い
つ
か
自
分
も
こ
ん
な
感
動
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
な
作
品
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

―
―

ア
ト
リ
ア
で
は
、
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
０
メ
ー

ト
ル
の
し
だ
れ
桜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
展
示
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　　
　
（
取
材
・
岡
村
春
香
）

＊
ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス
：
約
５
億
年
前
、
海
に
生
息
し
て
い
た
節
足
動
物
。

　
当
時
と
し
て
は
大
型
の
生
き
物
で
「
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
最
強
の
捕
食
者
」

　
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

＊
田
淵
俊
夫
：
日
本
画
家
。
東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
。
代
表
作
に 

　
〈
叢
叢
讃
歌
〉〈
緑
風
〉
な
ど
。

＊
村
上
隆
：
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
日
本
美
術
と
ア
ニ
メ
な
ど
の

　
現
代
文
化
を
融
合
さ
せ
た
理
論
「
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
ッ
ト
」
を
発
案
。
代

　
表
作
に
〈
五
百
羅
漢
図
〉
な
ど
。

＊
ク
リ
ス
ト
：
ブ
ル
ガ
リ
ア
生
ま
れ
の
現
代
美
術
作
家
。
物
を
梱
包 

　
す
る
作
風
で
知
ら
れ
る
。
妻
の
ジ
ャ
ン
ヌ
＝
ク
ロ
ー
ド
と
と
も
に
活
動
。

　

代
表
作
に
〈
包
ま
れ
た
海
岸
線
〉〈
ヴ
ァ 

レ
ー
・
カ
ー
テ
ン
〉
な
ど
。

　
２
０
２
０
年
没
。

市川裕司さん HP　「世界樹」
https://genetic12.jimdo.com/

―
―

日
本
画
と
い
う
と
花
鳥
風
月
や
歴
史
上
の
人
物
を
描

く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
大
学
で
日
本
画
を

学
び
、
現
在
の
ス
タ
イ
ル
に
い
た
る
ま
で
、
や
は
り
葛
藤

は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
と
に
か
く
日
本
画
は
様
式
や
作
法
が
重

ん
じ
ら
れ
て
い
て
、
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、
作
品
の
あ
り
方

が
、
過
去
の
歴
史
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
こ
の
ま
ま
の
方
向
性
で
日
本
画
の

勉
強
を
続
け
て
い
い
も
の
か
と
考
え
る
こ
と
も
多
く
な
っ

た
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
僕
が
大
学
生
だ
っ
た
２
０
０
０
年

代
の
初
め
ご
ろ
は
、
村
上
隆
＊
が
国
際
舞
台
で
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
に
活
躍
し
だ
し
、
公
募
団
体
の
組
織
に
属
さ
ず

個
展
で
発
表
す
る
作
家
に
も
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
り
始
め
て

き
た
時
期
だ
っ
た
の
で
、
表
現
方
法
や
作
家
活
動
の
ス
タ

イ
ル
に
つ
い
て
も
、ず
い
ぶ
ん
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

―
―

そ
れ
か
ら
、
箔
や
墨
な
ど
日
本
画
の
要
素
を
残
し
つ

つ
、
金
属
や
合
成
樹
脂
な
ど
日
本
画
に
は
な
い
素
材
を
組

み
合
わ
せ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
か
？

　
そ
う
で
す
。
僕
の
場
合
、
例
え
ば
描
く
地
を
和
紙
か
ら

透
明
材
に
代
え
た
ら
色
は
ど
う
見
え
る
よ
う
に
な
る
の

か
と
か
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
る
べ
き
屏
風
を
斜
め
に

折
っ
た
ら
全
然
違
う
立
体
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、

あ
く
ま
で
も
日
本
画
を
解
体
・
再
構
築
す
る
中
で
創
作
の

面
白
さ
を
追
及
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ら
れ
て
い
た
り
、
有
名
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
シ
ン
ボ
ル

に
も
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
既
視
感
が
、
作
品

と
観
て
い
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
く

れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―

最
近
は
、〈
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
〉
な
ど
、
宇
宙

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
ね
。

　
も
と
も
と
科
学
の
分
野
が
好
き
な
の
で
、
作
品
の
中
で

生
命
や
宇
宙
と
い
っ
た
未
知
の
領
域
に
、
想
像
を
膨
ら
ま

せ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

古
生
物
の
研
究
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

―
―

子
供
の
頃
か
ら
、
美
術
は
好
き
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
絵
を
描
く
こ
と
は
好
き
で
し
た
。小
学
二
年
生
の
時
に
、

学
校
で
「
一
本
杉
の
天
狗
様
」
と
い
う
物
語
の
朗
読
を
聞

い
て
絵
に
す
る
課
題
が
あ
り
、
そ
こ
で
描
い
た
作
品
が
埼

玉
県
の
美
術
展
で
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の

作
品
は
、
僕
が
卒
業
す
る
ま
で
校
長
室
の
外
壁
に
飾
っ
て

も
ら
え
た
の
で
、
描
く
こ
と
へ
の
大
き
な
自
信
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

―
―

想
像
を
膨
ら
ま

せ
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化

す
る
と
い
う
の
は
、

今
の
作
品
制
作
に
通

じ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
ね
。
理
系
に
進
む

こ
と
も
考
え
て
い
た
の

に
美
術
大
学
に
進
学
さ

れ
ま
す
。
何
か
き
っ
か

け
は
あ
っ
た
の
で
す

か
？

　

古
生
物
の
研
究
に

も
魅
力
を
感
じ
て
い

た
の
で
す
が
、
ず
っ

と
続
け
て
い
く
な
ら
古

生
物
を
描
く
美
術
の
ほ

う
が
面
白
そ
う
だ
な
と

思
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

れ
か
ら
、
高
校
の
美
術

の
先
生
に
相
談
し
て
、

美
術
の
予
備
校
に
通
う

こ
と
に
な
り
、
一
年
間

の
浪
人
生
活
を
経
て
多

摩
美
術
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。

りんごの形に抜かれた箔が一面に広がる

　　　　術家の市川裕司さんは、箔や墨など、日本の伝統的な美術の素材に、現代の私たちの生活に
　　　　なじみのあるプラスチックといった人工素材を組み合わせて、空間を活用した迫力のあるイン
スタレーション作品などを制作。2012年には旧田中家住宅で展覧会を開催したり、美術館やホテルの
エントランスに作品が飾られたりするなど、さまざまな場で活躍をされています。
3月9日から始まるアトリアの展覧会では、しだれ桜をテーマにした作品を展示します。
そんな市川さんに、美術家を志したきっかけや、どんな子供時代を過ごしたのか、また作品の裏側に
ある思いをお聞きしました。

美

〈TO BE ALIVE〉2023


